
　４．南関東（地域別調査機関：（株）日本経済研究所）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

良くなる 衣料品専門店（経営
者）

・衣替えの季節になり、また父の日の行事もあって例年売上
が上昇する月なので、期待している。

乗用車販売店（渉外担
当）

・エコカー補助金、エコカー減税が継続中のなか思ったほど
受注は伸びていないが、今までの受注残が順調に登録され、
メーカーも一部増産で実績は伸びている。収益も良い状態は
今後も続く。

その他小売［雑貨卸］
（経営者）

・各企業の業績が顕著に上向いてきていることが大きな原因
である。

一般レストラン（経営
者）

・消費税増税の議論や電気料金の値上げがどうなるのか全く
見当が付かないものの、東日本大震災から１年がたち、多少
は人も動いてきた気がするし、また気温がだんだん高くなる
につれて人が出てくる。株価やアメリカの経済も少し良く
なってきているため、そういった影響も出てくる。

旅行代理店（支店長） ・東京スカイツリーがいよいよ５月22日に開業する。その関
連の旅行を取り扱っているため、個人及び団体の動きが更に
加速する。実際どうなるか分からないところが多々あるた
め、一部に不安要素はあるものの、販売又は身の回りとして
は非常に、期待も含めて良くなる。

観光名所（職員） ・観光地なので、これから春を迎えて新緑の季節となるた
め、客がかなり増える。

やや良くなる 商店街（代表者） ・気候が良くなるのが前提だが、寒過ぎた冬の反動で人が街
に出てくる気配がある。イベントの仕込への反応も良い。

一般小売店［文房具］
（経営者）

・全体的に客は日本の復興ということを考え、その意味では
財布のひもも緩んでくる。

一般小売店［家電］
（経営者）

・国内外での政治や経済の情勢が今よりもやや落ち着いてく
ると思うため、期待している。

百貨店（売場主任） ・気温上昇の期待により、スプリングコートやジャケットの
動きが上昇すると見込めるため、やや良くなる。

百貨店（広報担当） ・消費税増税の議論、原油高の問題はあるものの、春先から
東京ソラマチを始め、原宿東急プラザ、渋谷ヒカリエ、お台
場ダイバシティなど各種大型施設がオープンし、消費を後押
しすることになる。前年の東日本大震災から１年が過ぎ、不
要不急品以外の買い控え心理や各種催物の自粛ムードも徐々
に薄れ、景気回復の背景はそろってきている。

百貨店（販売管理担
当）

・株価の回復による高額所得者の買上需要の上昇や、絆消費
に見られるような、必要なものは購入するという一般消費者
の買上需要の上昇傾向が顕著になりつつあるため、やや良く
なる。

百貨店（営業企画担
当）

・気候が例年に比べて不振であり、春物の動きがその分遅く
なっているため、今後の売上伸長を見込んでいる。

スーパー（総務担当） ・今年は寒さが続き桜の開花が遅れているため、客自体は動
き出しているが、現状はまだ活発に消費に回っていない。春
闘でプラスの回答が多かったことや輸出が伸びていることか
ら、先行きは期待ができる。

コンビニ（経営者） ・建設関係の業界が現状、大分動き出してきているため、そ
れによって若干の景気対策が見込まれるのではないかと期待
している。

コンビニ（経営者） ・総菜、弁当など高品質な商材の売上が伸びている傾向は続
くため、やや良くなる。

コンビニ（経営者） ・政治の混乱が非常に困った状況なので、それらがどのよう
に展開するかは少し疑問が残るものの、今までの経緯から見
てやや良くなっているため、このままの状態が続くと季節的
要因もあって業況は好転する。

コンビニ（商品開発担
当）

・少しずつではあるが、ワンモアセールスの効果が出てきて
いるため、やや良くなる。

衣料品専門店（経営
者）

・客の商品選びは大変慎重だが、購買意欲は感じられる。慎
重になっているが買いたいという気持ちはかなりあるため、
良くなっていく。

衣料品専門店（経営
者）

・目先の収入に直結する消費税の議論、年金問題などが良い
方向に動き出せば、安心して消費も活発になる。

家電量販店（営業統
括）

・３月に入り、新しく住居を購入して家電製品を買換える客
の増加が目立つようになってきている。消費税増税がどのよ
うな結果に落ち着くかによって消費動向が大きく変化するの
で、販売戦略を決めにくい状況が継続しているが、円高、株
安の是正が進むと消費する雰囲気が生まれてくる。

家電量販店（統括） ・３月の特需に一旦終止符が付き、４月は現状よりも若干は
回復傾向が見込めるが、７月末までは依然厳しい。

乗用車販売店（経営
者）

・消費税増税の議論が気になるが、国民の復興への気持ちが
さらに増し、景気が回復する。

家計
動向
関連



乗用車販売店（経営
者）

・エコカー補助金は早ければ８月にも終了してしまうという
見通しも出ており、それ以降の商売が不安だが、導入によっ
て客が動いているため、やや良くなる。

乗用車販売店（経営
者）

・エコカー減税は６月で終了予定とのことで、今年の前半は
良いが後半については心配しているが、整備は順調に入って
おり、販売もエコカー減税によってやっと伸びるようになっ
てきているため、やや良くなる。

乗用車販売店（経営
者）

・自動車販売では政府のエコカー補助金制度の恩恵を受けて
いるため、やや良くなる。

乗用車販売店（販売担
当）

・期末ということもあって法人や企業の買換えが多い。ま
た、個人ユーザーもエコカー補助金のためか需要が高まって
いて受注につながっているため、まだしばらくはこの状況が
続き、やや良くなる。

乗用車販売店（販売担
当）

・トラックのエコカー補助金は５、６月くらいまで残るだろ
うということで、まずピークは５月ごろに来る。そういった
なかで３月の年度決算、４、５月と今後２、３か月間は販売
台数が増えるため、景気は良くなる。また、修理についても
一般入庫の伸びが大きく、やはり輸送量が増えてきたようで
ある。輸送量が増えてくると車両のトラブルが増えるため一
般入庫も増えるということになっているため、全体的に見て
今後はやや良くなる。

高級レストラン（支配
人）

・４、５月は例年と比べるとまだ低調で、本格回復は夏以降
になるが、ばらつきはあるものの企業の業績回復に伴って会
合の受注は増えてくる。

一般レストラン（経営
者）

・２、３月と売上、客数は共に既存店ベースで前年を上回っ
たが、これは当たり前のことで、これからが将来の判断のた
めの重要な月になってくる。消費税増税の議論や欧州の信用
不安等、まだまだ予断はできない。今回も希望的判断であ
る。

一般レストラン（経営
者）

・秋口のアメリカ大統領選もあり、若干だが世界的に景気を
押し上げてくるような政策が取られる。他にもロシアや中国
などの首相、大統領交替があるため、そういった感じにな
る。

都市型ホテル（スタッ
フ）

・スカイツリーの効果で集客増が見込めそうである。

都市型ホテル（スタッ
フ）

・春からの行楽シーズンや、入学、就職、節句のお祝い行事
等、個人の記念日消費の時期となり、レストランの予約は多
く入っているが、前年とは比較できない。前々年比ではわず
かに増えている。宿泊は近隣でのイベント開催が前年より多
くあるため予約は増えているが、早割など限定の安いプラン
にのみ反応して入り、それ以外が増えない。法人宴会は人
数、予算の縮小が多く、新規案件の掘り起しもなかなか進ま
ず苦戦しているが、ホテル主催のイベントを開催して売上を
カバーする予定である。

旅行代理店（経営者） ・天候も定まって暖かくなってきて、あちらこちらで桜やい
ろいろな花が咲き出してくると、客の足も自然に外に出向い
てくる傾向が見られるため、今後に期待したい。

旅行代理店（従業員） ・先行販売受注が前年比120％であるため、やや良くなる。

旅行代理店（従業員） ・業務性需要が堅調であり、やや良くなる。
旅行代理店（従業員） ・50名前後の国内団体旅行、特に社員旅行の動きが目立って

きている。東京スカイツリーのオープンに合わせ、各地から
関東への予約が伸びてきている。

タクシー運転手 ・法人の運転手の集まりが悪いということで実車率が上向い
てきているようで、東北の復興景気も上がってきたようであ
る。また、チケットの利用が今月は特に上向いてきたような
気がするため、今後はやや良くなる。

通信会社（経営者） ・東日本大震災後１年がたち、世の中が少し落ち着いてきて
いる。消費に向かう心理状況になりつつあるように感じるた
め、やや良くなる。

通信会社（管理担当） ・新商品を常に先取りし、客へいち早く届けることができる
体制が整ってきたため、やや良くなる。

通信会社（営業担当） ・期待も込めてだが、アメリカの景気動向が上向いてきてい
るとのニュースも耳にするようになったし、東証株価も上昇
傾向と思われるため、やや良くなる。

ゴルフ場（支配人） ・引き続き夏場までの間は予約状況が好調である。
その他レジャー施設
［スポーツ施設］（支
配人）

・当社には直接の関連性は軽微だが、世間一般的に円高に伴
うデフレ傾向が一段落したことで、国内消費がやや持ち直
す。

その他レジャー施設
［ボウリング場］（支
配人）

・東日本大震災から１年がたち、自粛ムードから解放され、
消費意欲が高くなってくる。



その他レジャー施設
［アミューズメント］
（店長）

・２月後半から非常にゆっくりとした基調ではあるものの、
特にマイナス要因の無いまま回復傾向で推移しているため、
やや良くなる。

その他サービス［福祉
輸送］（経営者）

・受注量が増えている。また、まだ通常の年に比べて繰越の
受注残が相当量あるため、この登録やエコカー減税による車
の受注の伸びで、３か月後くらいまでは順調に推移すると見
込んでいる。

設計事務所（所長） ・止まっていた物件が動き出したということは、多少なりと
も良くなっていく。

設計事務所（職員） ・例年どおりではあるが、新年度に入りプロポーザルなどの
発注件数が増える傾向にある。また、東日本大震災の復興に
かかわる発注の動きが本格化する兆しがある。

住宅販売会社（従業
員）

・現在、契約数、販売に力を入れているため、２、３か月先
には効果が表れて良くなると見込んでいる。エリアの見直し
も検討中であり、弾みが付けば今後も緩やかに良くなってい
く。

住宅販売会社（従業
員）

・例年より展示場への来場者数が若干増えつつあり、資料請
求も若干増えつつあるため、やや良くなる。

変わらない 商店街（代表者） ・季節変動を抜きにすれば、現在が底のように思える。
商店街（代表者） ・多少なりとも良くはなっているが、今後、電気料金が１割

近く上がってくることの反応が飲食業でどのように出てくる
かで、大分変わってくる。

商店街（代表者） ・天気が悪いことが大きな原因である。今の政治の流れから
見て、この景気の悪い時に消費税を上げるなどいろいろやっ
ているが、なぜこの時期に消費税を上げるのかと、普通の人
は皆、賛成ではない。少し景気を上げることを考えないと駄
目である。

商店街（代表者） ・大企業では３月決算でかなり赤字を出しておきながらも、
来期からはしっかりと利益を出すような体制を取っていると
いうのがよく分かる。少し円が安くなったり株価が上がって
きたりと良い条件は整ってはいるが、そのような感じが中小
企業まで回ってきて、受け止められるようになるのはまだ先
の話である。

一般小売店［家電］
（経理担当）

・すぐに良くなる理由が見えない。移動の時期なのでそれに
期待している。あとは、地道な訪問活動で頑張る。

一般小売店［家電］
（経理担当）

・家電店全般で売上が落ちていると思うが、今は客がどこで
買おうか選んでいるようで、店のすみ分けがされているよう
である。

一般小売店［印章］
（経営者）

・やはり東日本大震災の復興を第一に考えていく以上、政府
から１兆８千億円の支援を要請していながら電気料金の値上
げとは、少し筋が合わない。政府から支援を受けること自体
が税金からの支援なので、それでなおかつ消費税増税となる
のは考えものである。

一般小売店［医薬品］
（経営者）

・世間一般では景気は上向いているようにいろいろと報道さ
れているが、実感としては今の景気が続いていくと思うた
め、変わらない。

一般小売店［家具］
（経営者）

・相変わらず、物はとにかく売れない。小売店では売れない
時代に入っており、内装、工事関係は今までどおり変わらな
い。

百貨店（総務担当） ・感触では好転していくことに期待しているが、消費税も含
めた政治の低迷や電気料金の値上げ問題等があるなかでは、
今後に期待することは難しい。

百貨店（総務担当） ・東日本大震災後、復興のスピードは予想以上に早かったと
いうのが一般的な見方だが、欧州の信用不安や今行っている
増税の議論もあり、極めて不透明である。したがって今後の
景気動向については必ずしも上向きになるとは今のところ言
えない。

百貨店（総務担当） ・円高の修正が進み景況感の改善につながっているが、一方
で原油高などの影響から景況感が悪化し、全体として足踏み
状態が続く。

百貨店（営業担当） ・東日本大震災による大幅な売上減となった前年と比べる
と、婦人服、服飾雑貨、紳士服は伸びているが、前々年比で
は横ばいである。欧州の信用不安は後退したものの、電力料
金の値上げ問題は産業界を直撃しており、景気回復の足かせ
となる。

百貨店（営業担当） ・増税の議論などの状況の中では買物も堅実にならざるを得
ないとの客の声が多数あり、買物心理も依然低調で変わらな
い。



百貨店（営業担当） ・東日本大震災の影響による反動がこの２～３か月は見ら
れ、見かけ上は伸長しているように見えるが、実情は現在と
変わらない。円高の高止まり懸念は一段落したが、半面でイ
ラン情勢も含めた原油価格の高止まり、及び製品の値上げが
懸念され、消費が大きく伸びることは考えにくい。また、消
費税増税についての動きも明確になっていないため、消費に
対する不安は拭えない。復興需要も含め、消費全体は上昇す
ると思われたが、これらのマイナス要件と相殺されてしま
い、今とあまり変わらない。

百貨店（販売促進担
当）

・品ぞろえとニーズのギャップにより、現状の春ニーズを通
り越して夏物まで購買を控える傾向が危惧される。

百貨店（店長） ・株式は値上がり傾向で円安にも進むことから悪くないよう
に思うが、来月からは東日本大震災後のゆり戻しで、前年は
好調に推移した経緯がある。そのため、現状と変わらず推移
する。

百貨店（営業企画担
当）

・数か月は前年比プラスの状態が継続される。

百貨店（副店長） ・ギリシャ政局を中心とした世界経済の不安定さ、原油価格
の高騰、国内の消費税増税の議論、電力料金の値上げなどか
ら、変わらない。

スーパー（経営者） ・今後２、３か月先の景気は今までと変わらない。当社に
限っては競合店が２店出店してくるため、やや悪くなると思
うが、一般的な景況感は現状と変わらない。

スーパー（店長） ・円高の解消や株価の上昇といった良い面も見られてはきて
いるが、逆にやはりまだ消費税増税の議論や年金あるいは短
時間雇用者の保険の問題等、先行き不安な部分が山積みであ
る。相殺されて、変わらない状況になる。

スーパー（店長） ・必要最低限の消費しかしない状況と、消費税増税の議論や
景気の先行き不安もあり、同じような状況が続く。

スーパー（店長） ・３か月後の景気が今と変わらない理由として、商品の産
地、出所を１品ずつ確認しながら買い求めている客がかなり
多くいる。客がそういう買い方をするということは、特売や
スポットで安く販売してもそれが売れるという状況にはなら
ない気がする。産地などを選りすぐって導入していかない
と、なかなか数字は改善できない。

スーパー（営業担当） ・現在、防災用品が非常に高稼働しているが、その点は将来
に渡っての震災に対する不安である。さらには今後の世界情
勢悪化による不安等、将来の不安が相当根強く、それらが今
後の景気に大きく作用してくる。

スーパー（仕入担当） ・東日本大震災から１年が経過したが、まだまだ復興は進ん
でいない。今後の電力への不安、産地を気にする放射能問
題、消費税増税の議論等、不安材料が多く、消費が活発にな
る要素は見当たらない。

コンビニ（経営者） ・今年は例年よりも気温が低く、まだ春らしくなっていな
い。桜の花もまだ開花の情報が入っているくらいである。桜
の咲く時期が早くなると店のほうも客の動きが活発になり、
来客数も販売量も増えるのだが、今年はそうなっていない。
来月からは徐々に天候も回復するということなので良いほう
に考えてはいるが、実際には変わらず、このまま推移する。

コンビニ（エリア担
当）

・株高を除き、景気浮上のための要素が少ないため、変わら
ない。

コンビニ（商品開発担
当）

・２～３か月前と直近の販売動向を比較して回復傾向の兆し
がなく、今後も販売動向が上向くような消費動向や経済環境
の見込みがないため、変わらない。

衣料品専門店（経営
者）

・変わらないとしたが、実際のところは分からないというの
が本音である。確かに今月の販売量は前年は東日本大震災が
あった月なのでそれよりは良いのだが、今後どうなるかはい
ろいろな不安定要素があるため、分からない。

衣料品専門店（店長） ・前年の東日本大震災直後の落ち込みから比べると良いが、
１～３月の売上傾向が前々年と比べてほとんど変わっていな
いため、先行きも変わらない。

衣料品専門店（店長） ・３か月後はクールビズ需要で客数は活発化していくと思う
が、単価で苦しむため、これ以上の上積みはそうはない。

家電量販店（経営者） ・テレビを中心に全体的に商品単価が下がっている。昨年は
３月末でエコポイント制度が終了したが、７月下旬の地上デ
ジタル放送化まではテレビが売上をけん引していたため、先
行きは変わらない。

乗用車販売店（営業担
当）

・タイの洪水や東日本大震災などの影響がいまだにあるのか
分からないが、生産が遅れたりして客足が遠のいている感じ
が否めない状況は変わらない。



乗用車販売店（総務担
当）

・エコカー減税の影響で台数維持は見られるが、対象車種の
限定によって幾らか苦しくなる。集客は多いものの、購入に
至るまでの数が今一つである状況は変わらない。

その他専門店［ドラッ
グストア］（経営者）

・競合店の数は増え続けているため、決して良い方向ではな
い。もっと軸足をカウンセリングに向けて活動をしていくの
で、その結果に期待する。

その他専門店［服飾雑
貨］（統括）

・生活必需品を中心に売上は構成されており、し好品やぜい
たく品の売上動向は鈍化している状況は変わらない。

高級レストラン（店
長）

・宴会予約の推移から、変わらない。

一般レストラン（経営
者）

・売上の自然増加が望めないため、イベント、同業の連携な
ど自助努力が必要である。

一般レストラン（店
長）

・２、３か月先はボーナス期になってくるが、今年は皆、貯
蓄に回すような感じで、飲食にまで回ってくるとはなかなか
考えにくい。

一般レストラン（ス
タッフ）

・少し悪くなっていくため、変わらないということである。
景気自体はまだ電気料金が上がる、消費税増税の議論など、
景気が悪いことばかり言っているため、とても上がるとは思
えない。ただし、少し落ちても当店は他店よりは良いため、
これを維持していかなければと思っている。新しい店はどん
どんつぶれており、当店のように長くやっていると割と客は
信用して来てくれるが、良くなるとは思わない。

都市型ホテル（スタッ
フ）

・景気というより政治の不安定で、消費税増税の議論等の問
題があるため、先行きが全く読めない。

都市型ホテル（統括） ・今のところ景気回復への決め手になる政策が見えてこない
ため、変わらない。

タクシー運転手 ・少し暖かくもなり、歓送迎会、花見といったお酒を飲む機
会も増えると思うため、期待している。

タクシー（団体役員） ・例年行われている歓送迎会等によって人出はあると思う
が、タクシー利用に結び付くかは分からない。景気が良くな
る要素が見当たらず、変わらない。

通信会社（経営者） ・テレビ需要の復調が当面見込まれないため、営業力増強で
カバーし、インターネット、電話の計画値を上げるべく、新
年度予算を修正中である。

通信会社（営業担当） ・収入は横ばい又は減少であっても、消費税増税の議論等、
将来にかかる支出に備えて貯蓄する傾向があるため、変わら
ない。

通信会社（局長） ・一部の若者のスマートフォン関連の伸びは期待できるが、
消費税増税の議論や東日本大震災の復興など、山積みしてい
る問題が多いため、お金を持っている団塊世代以上の出費が
期待できない。

通信会社（営業担当） ・多チャンネルサービスの契約数に持ち直しの兆しがあるも
のの、若年層のテレビ離れには歯止めが掛かっておらず、今
後も苦戦する見込みである。

通信会社（局長） ・長期割引サービスのメリットを享受するために一時的な出
費を決断していることから、別の視点では当面景気が良くな
らない失望感から先々のお得感に消費意欲がわいているとも
言え、景気回復への兆しがあるとは思えない。

通信会社（営業担当） ・インターネットサービスでは低価格化がより一層進みそう
であり、好転する気配を感じられない。

通信会社（支店長） ・引っ越しから大学生、特に就職活動をしているような大学
生と新社会人等の需要が見込まれ、２、３か月はこの状況を
維持する。

通信会社（管理担当） ・４～６月は販売量が増加する傾向だが、現状同様、下降ト
レンドを含めて変わらない。

パチンコ店（経営者） ・本当は少し悪くなると予想されるが、期待を込めて、今の
あまり良くない状況は変わらない。やはり夜の客が入ってこ
ないと店の売上もなかなか伸びず、厳しい。また、宣伝、広
告などができないという規制も幾らか響き、マイナスにな
る。

その他レジャー施設
（経営企画担当）

・催事の開催予約などは好調に推移しているが、初夏に入る
時期なので、電力事情によっては消費の停滞が懸念される。

その他サービス［立体
駐車場］（経営者）

・悪いままで変わらない。

住宅販売会社（従業
員）

・住宅ローン減税の金利の優遇幅が行き過ぎているというこ
とで、４月以降は優遇幅を抑える傾向のようである。それほ
ど影響があるとは思えないが、税制や市況を見ても景気が変
わる要素が見当たらない。２年ぶりぐらいに取引業者で倒産
した会社が出ている。新築分譲住宅が思うように売れておら
ず、中古住宅をリフォームして再販売する買取業者は調子が
良く、販売量を伸ばしているようである。



住宅販売会社（従業
員）

・今月の集客状況を見ても目新しい動きは見当たらないた
め、特別な変化は感じられない。

その他住宅［住宅資
材］（営業）

・復興需要が出てくるまではあまり大きな動きはなく、停滞
した感じで変わらない。

やや悪くなる 一般小売店［和菓子］
（経営者）

・電気料金の値上げやガソリン代の高騰など、消費者の財布
はこれから厳しくなる。

一般小売店［文具］
（販売企画担当）

・すべてにおいて単価が下がってきている。外商、通信販
売、小売業、すべて行っているが、すべてにおいて極端に単
価が下がっている感がある。このまま１人当たりの、１案件
当たりの購買単価が下がっていくと、どうしようもなくなっ
てくる。

一般小売店［茶］（営
業担当）

・今後、新茶の時期にかかってくるが、放射性物質等の風評
被害による影響がどこまで続くかが深刻な問題である。

百貨店（総務担当） ・消費税増税の議論もあり、好転するとは考えづらい。むし
ろ先行き不透明で消費は鈍ると考えられるため、注視してい
く必要がある。

百貨店（営業担当） ・前年から見ると上がることは予想できるが、東日本大震災
の影響があるので比較はできない。今後、電気料金値上げに
よる商品への価格転嫁による物価上昇など、良いことは何も
ない状態である。

百貨店（営業担当） ・これといった景気回復につながる材料は見付からず、先行
きの不透明感のほうが大きいなかでは、現状維持も厳しい。

スーパー（店長） ・消費税増税の議論や電気料金の値上げなど、とにかく支出
が増える感覚がある。残ったお金の使い道で、食品関係が縮
小される可能性がある。

コンビニ（経営者） ・駅の中に店が多くできたため、当店は非常に厳しい状況で
ある。客数は前年比15％減、単価はそのままなので何とか救
われているが、この先不透明な部分が多い。消費税増税の議
論等があるが、やはり客もそのことを気にしており、とても
不安がって買い控えが行われている。

コンビニ（経営者） ・ガソリン代の高騰や増税の心理的影響が大きいため、やや
悪くなる。

コンビニ（店長） ・競合店の出店による影響は２、３か月と考えられるが、続
けて出店があるため、立ち直りがかなり厳しくなる。

衣料品専門店（経営
者）

・昨年と同じような時流でリードアイテムが無く、商材的に
は不透明になっている。このまま夏物のような感じになると
春物商材の消化も悪く、売上も予測しにくい。また、近隣に
安売りの大型店の出店が多く、商店街全体が安売りの街に
なってきているため、やや悪くなる。

衣料品専門店（営業担
当）

・消費税増税の議論や各保険料の値上がりなどすべてが増
え、どうしたって景気が良くならない政府の方針である。

衣料品専門店（営業担
当）

・不況と大地震のため、売上は低調で推移する。

家電量販店（店員） ・これから低価格化を行ったとしても、消費者が動かなけれ
ば何もならない。国自体が国内企業を活性化させる起爆剤が
なければ、永遠と変わらないままデフレスパイラルが続く。

乗用車販売店（店長） ・とにかく政治、経済が停滞している。ここで大口需要の電
気料金値上げ、消費税増税の議論による不安定化と、すべて
良い方向には動いていない。また、原油の１バレル当たりの
単価が30％も上がり、今後は更にガソリンの値上げが予想さ
れるため、やや悪くなる。

住関連専門店（統括） ・消費税増税の議論や、景気回復の根拠等が見当たらず、消
費を抑える傾向がいろいろなところで出ているため、まだま
だ景気の低迷は続く。

その他小売［ショッピ
ングセンター］（統
括）

・電気料金の値上げによる悪影響で、やや悪くなる。

一般レストラン（経営
者）

・３か月後は夏ごろだが、やはり３月のほうが人の動きが激
しいため、今月のほうが売上がある。３か月後はニッパチの
８月が近付くので人の動きがやや少なくなり、売上は今より
もやや悪くなる。

都市型ホテル（スタッ
フ）

・宿泊、レストラン利用についての動きは例年並みに回復傾
向にあるが、宴会部門は先々の引き合いが少なく、動きが読
めない。全般的に法人利用の動きが鈍くなる。

タクシー運転手 ・ますます不安になってきており、何か大変なことである。
タクシー運転手 ・消費税増税の議論等、波乱含みの政局が落ち着くまでは、

世の中の景気もあまり良くならない。消費の末端である当業
界も、悪いまま推移する。

その他サービス［保険
代理店］（経営者）

・根本的な景気回復対策が期待できない。



その他サービス［学習
塾］（経営者）

・東日本大震災や地震情報の影響で、遠くから通ってくる生
徒が少なくなっているため、生徒数の減少にも歯止めが掛か
らない状態であり、この先は景気が更に悪くなる。

設計事務所（所長） ・国の財源不足から始まり、消費税等の増税の議論もいろい
ろと物議をかもしているが、いずれにしても国がそれに見
合った対策を講じていかないとますます冷え込むことは事実
である。仕事量がないということが、現実である。

住宅販売会社（従業
員）

・１～３月までの受注量の落ち込みに加え、東北地区の復興
需要に職人がシフトしており、人手不足から施工原価の上昇
も見込まれるため、利益は減少する。

悪くなる 一般小売店［食料雑
貨］（経営者）

・競合店のオープンにより、しばらくは前年の売上を上回る
ことは難しい。

一般小売店［靴・履
物］（店長）

・客は大変な低価格志向になっている。また、給料も上がっ
ていないなかで消費税増税の議論ということは、当店では転
嫁できない部分があって非常に苦しくなるし、客にとっても
実質値上げということになってしまうため、景気は非常に悪
くなる。これから議論がどうなるにしても、そういった雰囲
気が既に非常に悪く、心配している。本当に商売をこれから
やっていけるのかどうかというような心配までしている。

百貨店（総務担当） ・世の中があまりにもグローバルになり過ぎ、それに加えて
少子高齢化の拍車、年金問題のでたらめ、政治の不在等を考
え合わせると、庶民としての希望がなく、先の将来が見えな
いことが一番の要因である。

その他小売［生鮮魚介
卸売］（営業）

・今後、仕入単価の値上がりが懸念される。

都市型ホテル（スタッ
フ）

・婚礼予約が非常に厳しく、前年同月比でもかなり落ち込ん
でおり、予約が入ってこない、伸び悩んでいる状態が続く。

ゴルフ場（従業員） ・ガソリンの高騰、電気料金の値上げはあらゆるものに影響
が出る。景気が良くなる要素が見当たらない。

住宅販売会社（経営
者）

・政府が思い切った景気対策を打ち出さない限り、先の見通
しは立たずに真っ暗な状況が続くため、将来も景気は良くな
らない。

良くなる － －
やや良くなる 金属製品製造業（経営

者）
・国内向けは復興需要が動き出し、やや良くなる。

電気機械器具製造業
（経営者）

・大口物件が受注できたことによりやや良くなるが、電気を
多く使う商品が例年に比べてさっぱり引き合いが来なくなっ
ている。本物よりも代替品ばかりであり、砂糖に代わるサッ
カリン、ガソリンに代わる木炭自動車みたいなものである。

その他製造業［化粧
品］（営業担当）

・現在のまま推移すれば、やや良くなる。

輸送業（経営者） ・原油高騰の原因もあるため、一概には安心はできない状態
だが、為替が円安に振れており、株価も非常に高値を付けて
きているような状況から見て、金融関係の改善が見られる。

輸送業（経営者） ・貨物量の増加に力強さが感じられるようになったため、や
や良くなる。

金融業（統括） ・原油高の不安はあるが、円が落ち着いているし、東日本大
震災の需要も出てくると思うため、やや良くなる。

金融業（渉外・預金担
当）

・株価も安定しており、復興も始まれば景気は回復するとい
う見込みの取引先が増加してきている。

金融業（支店長） ・投資家も今しばらく株価は上昇すると考えており、資金運
用にますます積極的になる。

税理士 ・株価もリーマンショック前の水準になり、円高も収まった
ようなので、回復して欲しい。

その他サービス業［警
備］（経営者）

・施設警備の仕事は継続性の仕事であるため、良くなる。

その他サービス業［ソ
フト開発］（経営者）

・円安になるため、やや良くなる。

変わらない 食料品製造業（経営
者）

・電気など、少し不安要素もある。

食料品製造業（経営
者）

・まだまだ不安要因として消費税増税の議論、原油高などが
あり、消費にお金が回りづらい。

繊維工業（従業員） ・依然として若者や一般消費者の購買意欲は低価格帯にあ
る。国内繊維産業が国内で生産し、消費者に提供しようとす
る価格帯には、一部の付加価値が分かる高齢者か高所得者に
限るようである。

出版・印刷・同関連産
業（経営者）

・現在は年度末という特殊状況のため受注が多くなっている
が、先の状況が好転していく感触はつかめていない。

出版・印刷・同関連産
業（所長）

・どのクライアントを見ても、今年は広告費を削減する動き
が目立つ。前半は我慢の状況が続くため、しばらくは低空飛
行が続く。

企業
動向
関連



出版・印刷・同関連産
業（営業担当）

・法人関係は非常に緩やかだが、上向きになってきている。
ただし、店に来る個人客はまだ横ばいである。３月なので例
年並みに注文は多いものの、それ以上の数の注文はなく、総
合すると見通しは変わらない。

化学工業（従業員） ・原油の値上がりで、原料の値上げが来ている。製品の押し
上げは現状では困難であり、受託先の在庫も極力抑え気味
で、増加する要素はない。

プラスチック製品製造
業（経営者）

・円安の方向、株等の値上がりはあるが、全体の流れとして
原油高等ですぐに景気が良くなるとは思えない。

プラスチック製品製造
業（経営者）

・原油高による材料の値上げや電気料金引き上げによるコス
ト増が心配である。

金属製品製造業（経営
者）

・受注増により納期遅れが出始め、人手不足を感じるように
なってきたが、まだ業種間でのばらつきが大きい。

金属製品製造業（経営
者）

・新年度の客先の予定がはっきりしないので楽観はできない
が、リピート品の流れ、注文が今までよりも数量が多くなっ
てきているため、このまま続いて欲しい。ただし、電力不足
にならないよう対策してもらわないと、加工は先行き難し
い。

一般機械器具製造業
（経営者）

・気候も徐々に良くなってきたので、少しは景気も上向きに
なる。

電気機械器具製造業
（経営者）

・引き合いの中で細かい注文が増えてきている。円安と株高
の影響もあるのか、平均的に受注量が増えていこうとしてお
り、今後良くなるという期待が持てる状況が続く。

精密機械器具製造業
（経営者）

・受注量が増えるという情報もあるが、実際になってみない
と分からないのが現在のメーカーの発注システムである。シ
ステムは変化に対応できていないため、メーカーの購買力の
なさが露呈している。

輸送用機械器具製造業
（経営者）

・車は正月休みが長いこともあって１、２月が悪かったが、
今月になって１か月働けるくらいの仕事量が出てきている。
ただし、トラックの場合は８トン車あるいは10トン車等、ど
れを重点的にするかなどによって部品も変わってくる。

その他製造業［鞄］
（経営者）

・世の中では非常に景気が落ち込んでいるなどいろいろ言わ
れているが、当社の関係するところではずっとこういう状況
で続いてきているため、今後もこのまま続く。

建設業（経理担当） ・年度が替わると東北地方の復興が本格的に始まるため、材
料費や人件費の高騰が心配である。この分が受注価格に転嫁
できればいいが、当地方は競争が激しいので転嫁できる受注
は望めそうになく、原価がかさむような工事ばかりが残りそ
うである。

建設業（営業担当） ・最近は見積から契約までに時間がたつと、契約した金額は
さほど動かず、建設資材が高騰し始めると予算や一般管理費
が削られていくため、請負金額が多少増えても予算的には厳
しくなる。

輸送業（経営者） ・景気が良くなってもらいたい気持ちは山々だが、そのよう
なことは読めない。

通信業（広報担当） ・２～３か月先の経済環境に大きな変化はない。
金融業（従業員） ・東日本大震災から１年が経過し、多くの企業で業況への影

響はほぼ収束したと判断されているが、足元の景況感は依然
厳しく、今後の電気料金の値上げや原材料価格の上昇が懸念
されているようである。

金融業（役員） ・足元で好材料が出てきたが、製造業は電力に対する不安と
料金引き上げの影響から、設備投資に対しては相変わらず慎
重な態度を崩していない。

不動産業（従業員） ・不動産全体を見れば賃貸、売買共に動き始めているように
思えるが、住居系に限定されている。また、価格もここ数か
月を見ても下げ止まらない状況である。

広告代理店（従業員） ・３月は年度末の印刷物等が予定外に入ってきて良かった
が、４月以降は受注、販売とも前年と変わらず推移する。

広告代理店（営業担
当）

・クライアント各社の来年度の予算は変わらず、むしろ更に
広告宣伝費が減る所が多いが、新規クライアントとの取引も
増えそうであるため、差し引きゼロとなり、変わらない。

社会保険労務士 ・良くなる要因が見当たらない。
経営コンサルタント ・中小企業でも中期経営計画を策定する企業が多くなってき

ている。出来上がったものを見ると、地道な内容のものが多
い。策定の前提となる、この先の経営環境の読みが非常に難
しいとのことである。大企業と違って経営資源にゆとりがな
いため、思い切った策が打てない。しばらくこのような状態
が継続すると見ているようである。



税理士 ・北米、アメリカに対する自動車の輸出が悪く、替わりに新
興国、中国を始めとして輸出等がぐんと伸びている大勢は変
わっていないが、もうひとつは政治である。野田政権の、こ
の大改革を何もしない政権でずっとやっていくと低減してい
くばかりで、早く橋本氏や石原慎太郎氏に替わって大改革を
してもらいたいと思う。そうしないと、このままではどんど
ん悪くなっていく。政治である。

その他サービス業［映
像制作］（経営者）

・映像制作業に関しては各業種の景気がかなり良くならない
と動き出さないため、２、３か月で良くなるとは思わない。

その他サービス業［情
報サービス］（従業
員）

・例年、年度末が近付いてくると駆け込み受注があり、受注
件数が伸びていくが、今年は年末から低調な状況が続いてお
り、回復の兆しが見えてこないため、変わらない。

やや悪くなる 出版・印刷・同関連産
業（総務担当）

・どの業種にも共通していることだが、増税や電気料金の値
上げなどの報道が製造過程ではマイナスの要素として大き過
ぎる。

一般機械器具製造業
（経営者）

・この先の内示を見るとあまり良くないような計画である
が、計画だけなので、はっきりしたことは分からない。

建設業（経営者） ・夢や希望がなさすぎる。消費税増税の議論で少しは仕事が
増えそうな気はするものの、今までとは違う気がする。

金融業（支店長） ・客の今の状況では売上が上がってこないし、財務内容が悪
くなっている。また、今後は電気料金が上がることや消費税
増税の議論を加味すると、やはり景気は一段と冷え込むと思
うため、やや悪くなっていく。

不動産業（経営者） ・賃貸業界は厳しい状況を迎えている。築30年を越した物件
の需要が激減し、完全に二極化が始まったようであり、やや
悪くなる。

不動産業（総務担当） ・今後もオフィスでは大口テナントの退去が見込まれるほ
か、商業テナントも業種によってかなり売上が落ちており、
賃料の滞納が心配な状況になる。

広告代理店（経営者） ・来期予算獲得活動の激しさの割に、その成果の手応えが軽
い。予算縮小が大勢だから仕方ないのかもしれないが、元来
の構造不況を東日本大震災が後押ししてしまったのかもしれ
ない。

経営コンサルタント ・原油価格の高騰、政策決定の大幅な遅延による東日本大震
災復興の遅れ、大手の製造部分の一層の海外移転など、国内
景気の悪くなる要因が増大している。

その他サービス業［廃
棄物処理］（経営者）

・現状のデフレ状態が続くと予想され、また先行きに対する
不透明感も根強いため、やや悪くなる。

悪くなる 建設業（経営者） ・消費税増税の議論で更に冷え込むと感じるため、悪くな
る。

輸送業（経営者） ・受注量の増加等があり、少しだが景況感に明るさが見え始
めてきた感がある。しかし、ここ最近の燃料価格の急騰はそ
うした状況を消し去ってしまうほど大変な恐れがあり、その
点を非常に危惧している。

輸送業（総務担当） ・荷主の出荷量がまばらな状態で、運賃が低水準であり、軽
油価格が急騰し、異常な状態になっている。ぎりぎりの線で
の経営状態であったが、完全に赤字に転落する。運送業とし
て経営は成り立たなくなる。

その他サービス業［ビ
ルメンテナンス］（経
営者）

・大口の減額要請が来ているため、かなり厳しくなる。中国
関係の新規事業の話は来るが、成約には至っていない。

良くなる 新聞社［求人広告］
（担当者）

・４、５月に５、６件、相当大きな動きを今とらえており、
それがかなり期待できる。３か月後の６月はまた少し落ち込
むような状況にはあるが、何とか食い止め、４、５月の相当
な盛り上がりに期待したい。

やや良くなる 人材派遣会社（営業担
当）

・このまま新規の外注や求人が増えれば、やや良くなる。

人材派遣会社（営業担
当）

・東日本大震災直後からリスク分散を理由に地方移転の計画
を立てる企業があったが、今、計画を実行に移している。反
面、震災復興の特需求人が増えており、今後も増えてくる見
込みである。

求人情報誌製作会社
（編集者）

・景気に多少明るさが見え、留学生採用の予算が増えるかも
しれない。

求人情報誌製作会社
（営業担当）

・時期的なこともあるが、新規オープンのためのスタッフ募
集がいつもより多い。この傾向が幅広い業種に見られるよう
になれば、より期待できる。

職業安定所（職員） ・ここ数か月の求人の動きを見ていると、上昇局面に入って
いるのが分かる。当面は求人が減少するようなマイナス要因
が見当たらないため、緩やかに求人倍率の上昇が続く。

雇用
関連



職業安定所（職員） ・東日本大震災復興関連で建設作業員の求人数が増加してい
る。また、平成24年３月の高校卒業予定者の求人受理件数も
前年比で件数で５％、求人数で10％増加しているため、やや
良くなる。

民間職業紹介機関（経
営者）

・景気底打ち感が出てきたため、やや良くなる。

民間職業紹介機関（職
員）

・企業の採用意欲が高く、現状の求人増加の勢いはもうしば
らく続く印象を持っているため、やや良くなる。

変わらない 人材派遣会社（社員） ・経営者たちと話をしたが、電気料金の値上げ、ガソリン等
燃料費の高騰なども含め、夏あるいは５～６月あたりまでは
今のままでいったとしても、良くなる方向にはないと言う人
が多い。そのため、昨年から検討している海外生産などを積
極的に進めていくという会社が２社ほどあった。

人材派遣会社（社員） ・求人の需要は引き続き増加傾向だが、各企業の先行きが不
透明なため、状況は横ばいである。

人材派遣会社（営業担
当）

・求人数は若干ではあるが、増加傾向で推移している。しか
し、募集条件面も同時に高くなっており、採用数が比例して
増加していないため、数か月先も大きな状況変化はない。

求人情報誌製作会社
（営業担当）

・既に一巡している様子である。

職業安定所（所長） ・求人の増加、求職の減少基調は変わらないものの、製造業
などで人員を削減する企業がやや増えている感があり、楽観
的な見通しは難しい。

職業安定所（職員） ・周囲に変化が出ていないため、変わらない。
職業安定所（職員） ・人手不足の医療、ＩＴ関連の求人が増加しているが、採用

については様子見している零細企業も多く、変わらない。
民間職業紹介機関（経
営者）

・海外での企業活動は増加傾向だが、国内生産物の輸出競争
力がいろいろな意味で弱っているため、国内での労働者市場
が伸びず、人材業界も困っている。

民間職業紹介機関（職
員）

・現在の状況が続くと考えるため、変わらない。

学校［専修学校］（就
職担当）

・来年度採用計画について、昨年の調査結果から大きな変化
はなく、新規採用企業の増加はほぼ見られない。

学校［短期大学］（就
職担当）

・企業からの求人票は前年同月より若干減少しており、過去
５年間、減少し続けている状況にある。企業が各学校に求人
票を送付せず、業者に任せてインターネットの求人サイトか
らの受付になっていることからこのような状況が起きてい
る、とも考えられる。

やや悪くなる 人材派遣会社（社員） ・改正労働者派遣法成立に伴い、特に日雇い派遣について、
企業が利用を控えることが予想される。

人材派遣会社（支店
長）

・自由化業務抵触による終了が大量に控えており、先行きは
明るくない。

人材派遣会社（支店
長）

・今月の受注は短期的なものですぐ終わってしまうし、３か
月後以降は期待が持てる情報がない。

求人情報誌製作会社
（広報担当）

・当社を含め、業界内で具体的な明るい兆しが見えない。東
日本大震災の特需的なものも落ち着きを見せてしまってい
る。利益が増えず、賞与が今回も大幅に少なくなりそうであ
る。

悪くなる － －


